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市 長 へ の 提 案 

 

                  氏  名  金児 達也                   

私が感じる松阪の魅力もしくは課題 

（課題）エネルギー（主に電力）課題＝需要と供給のバランス、災害対策など 

 

私はこんな１0 年後の松阪に住みたい 

エネルギーの地産地消化された街。 

 

それに向けて提案します。 

● 省電力発電省消費された街。 

【目的】 

電力の発電を地域ごとに行うことで、電力の発電と供給を他の地域に頼らない。つまり常

に電力を買い続けるということを行わない。 

 

【方法】 

小水力、小風力、小太陽光、バイオマスなど、設備投資を少なくし、小さく生みだした電

力を集め、その地域で消費していく。 

例えば、運動公園や小・中学校などの公共施設で試験的に導入し、将来的に田畑の引水で

小水力発電なども行う。 

 

【課題】 

・発電可能地の設定や、発電条件など法の整備。 

・開発業者または設置業者など、民間企業との連帯。 

・推進するための初期投資の補助金の設定。 

 

【効果】 

・電力自給率を上げることで、松阪市の財政的自立を促す。（財政力指数の向上） 

・災害時、原子力や火力、メガソーラーは事故発生時の危険度合いが高く、復旧もされにく

いため、小電力発電でリスク回避を試みる。 

 

 

 

 


